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有給休暇の拡大など，労働時問の弾力化をはかるとき，それが生産性の向上も
労働の人間化もともに約束するとき，かかる措置は比較的受げ入れられよう。
Aの領域がそうである。生産性は向上するが，Dの領域での措置，つまり労働
の人間化のうえでは変化がない措置は，企業が推進することに熱心だろう。B
の領域での措置は，労働考，労働組合の要求事項になる。CとGの領域におい
ては，労使間にコンフリクトが生じる。これらの領域では労使の利害の調整が
重ねられることになる。企業の生産性向上の要求をどうしても優先させざるを
えないとき，Gの領域での措置がとられる。また，労組の力がつよいとき，な
いL内外の労働市場が売手市場の場合，Cの領域での措置がとられるかもしれ
たい。E，F，H，Iの領域は問題にならない。
　労務管理の分野でいえぱ，労働時問の弾力化は必ずLも孤立的に生じている
現象ではない。多様化の時代，選択の時代のなかで，労務管理にもかかる時代
への対応が要誇されている。たとえぱ，カ7エテリア・システムや選択定年制
などがその好例であ私選択定年制にはすでにふれた。カフェテリア・システ
ムはアメリカ，西ドイツ等の企業で実践されているものであって，企業が提供
する一定の様々な付加給付のいくつかを，労働老に自由に選択させるシステム
である一2〕。このr一定の様々な付加給付」のなかには，より多くの年次有給休
暇，より短い週労働時間や1日の労働時問，早期の年金受給開始などもふくま
れている。労働時問の弾力化はこうLたシステムとも結合することによって，
労働のサブライ・サイドと需要サイドの調整は，いっそう広範囲におこなうこ
とができるようになる。
注（ユ）　Gaugler，a．a．O一，S．863。
　（2）D．Wagner，Cafeteria－Systeme　in　Deutschland，Personal．Mensch　md　Arbeit．
　6．1982．S．234．
（本論文は早稲田大学特定課題研究による研究成果の一部である。）
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